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 ６ 参加資格  九州沖縄地区国立高等専門学校に在学する学生とする。 
 
 ７ 競技方法  競技種目別実施要項による。 
 
 ８ 表彰 

（１）学校対抗（団体の部）の優勝校に優勝杯を、準優勝校に準優勝杯を授与し、１～３位 
入賞校に賞状を授与する。 

  （２）優勝杯及び準優勝杯は、それぞれ持廻りとする。 
  （３）前回優勝校にレプリカを授与する。 
  （４）個人対抗（個人の部）の各種目の１～３位入賞者に賞状を授与する。 
 

９ 選手の変更 
    参加申込後の変更は、原則として認めない。 
    ただし、やむを得ない選手の変更については、監督会議において承認を得るものとする。 
 
１０ 監督会議 
    競技種目別に定められた日時及び場所で行う。 
    出席者は、監督及び学生代表を原則とし、詳細は競技ごとに定める。 
 
１１．全国大会出場資格 

本大会において、次に該当するものは第５７回全国大会の出場権を得るものとする。 

（１）陸上競技及び水泳における各種目別上位男子３位、女子２位までの入賞者。

ただし、リレーは上位入賞２チームとする。 

（２）陸上競技のこの大会における男子３位、女子２位までの入賞者は、全国高等専門学校体育

大会への出場権を得ることになる。男子リレー種目は、２位までの入賞チーム、有効期間内

における公認記録の全国上位８チームとする。男子は１人２種目以内(リレー種目は除く)、

開催校（又は開催地区）出場枠は各種目１名（１チーム）とする。女子は（３）の種目を

除き２種目以内とする。 

（３）下記の種目は標準記録を設け下記のような選出方法を行う。 

・ 男子 400mH：59 秒 00、3000mSC：10 分  30 秒 00、棒高跳：3m50 

・ 女子 200m：28秒60、3000m：12分00秒00、100mH：17秒90、4×100mR：56秒00、  

 走高跳：1m40、円盤投：23m00、やり投：25m00 

・ 男子 400mH は有効期間内の公認記録上位 24 名以内、3000mSCと棒高跳 は 16 名以内とする。 

・ 女子 200m、3000m、100mH、走高跳、円盤投及びやり投は有効期間内の公認記録上位16 

名以内とする。 

（４）陸上競技における公認記録の有効期間について、男子リレー種目は令和４年４月１日

から令和４年７月１８日までとし、これ以外の種目については令和３年４月１日から令

和４年７月１８日までとする。 

（５）バスケットボール（男）、バ スケットボール（女）、バレーボール（女）、ソフトテニ

ス、卓球（女）、剣道（女）、硬式野球については、それぞれの優勝チームのみとする。 

（６）バレーボール(男)、卓球（男）、柔道、剣道（男）、サッカー、ハンドボール、ラグビ

ーフットボール、テニス、バドミントン(男)、バドミントン（女）については、上位入賞

２チームとする。ただし、ラグビー部合同チームの参加について、全国大会への出場権

は認めない。 
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